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学
び
も
楽
し
み
も

ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん

で
、
８
月
９
、
10
日

に
マ
ル
か
じ
り
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
開
催
し
ま

し
た
。
１
日
目
は
情

勢
学
習
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
教
育
と

は
」。
コ
ロ
ナ
禍
に

乗
じ
て
教
育
を
商
品

化
す
る
動
き
の
中

で
、
本
当
の
教
育
と

は
何
か
、
改
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
レ
ポ
ー

ト
交
流
会
。
参
加
者

全
員
、
青
年
も
先
輩

も
、
今
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
、
聞
い
て
ほ

し
い
こ
と
な
ど
の
レ

ポ
ー
ト
を
持
ち
寄
り

ま
し
た
。
参
加
し
た

青
年
か
ら
は
「
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
の
先
生

方
と
悩
み
な
ど
を
交

流
で
き
た
の
が
よ
か

っ
た
で
す
。
ま
た
、

社
会
科
や
外
国
語

科
、
特
別
支
援
教
育

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
実

践
交
流
で
き
た
の
も

よ
か
っ
た
で
す
。
２

日
間
を
通
し
て
〝
つ

な
が
り
〟
は
大
切
だ

と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
」
と
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
交
流
の
中
で
、
新

た
な
要
求
も
見
い
出

す
こ
と
が
で
き
、
と

っ
て
も
充
実
し
た
２

日
間
と
な
り
ま
し

た
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
９月

全
国
交
流
集
会

20人学級（文科省「学校の新し
い生活様式」から　）

　

大
阪
市
退
職
教
職
員

の
会
と
大
阪
市
を
よ
く

す
る
会
は
８
月
25
日
、

「
地
域
か
ら
学
校
統
廃

合
反
対
の
声
を
あ
げ
よ

う　

パ
ン
フ
学
習
会
＆

ス
タ
ー
ト
集
会
」
を
開

き
、
地
域
で
運
動
を
進

め
て
い
る
連
合
町
会
長

さ
ん
ら
も
含
め
37
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

市
退
教
鍋
田
事
務
局

長
が
主
催
者
挨
拶
を
行

い
、
大
阪
市
教
宮
城
委

員
長
が
全
国
の
取
り
組

み
の
教
訓
、「
学
校
統

廃
合
を
考
え
る
パ
ン

フ
」
を
も
と
に
、「
コ

ロ
ナ
危
機
の
も
と
で
の

『
学
校
の
新
し
い
生
活

様
式
』
は
20
人
以
下
学

級
」、
学
校
統
廃
合
で

は
な
く
、
子
ど
も
が
歩

い
て
行
け
る
少
人
数
の

学
校
を
地
域
に
残
そ
う

と
報
告
し
ま
し
た
。

○
一
斉
休
校
で
子
育
て

家
庭
が
少
数
の
富
裕
層

と
大
多
数
の
貧
困
層
へ

と
急
速
に
２
分

○
「
収
容
」
型
大
希
望

校
で
な
く
小
規
模
校
を

○
進
ま
な
い
統
廃
合
に

業
を
煮
や
す
財
務
省
、

総
務
省
、
下
請
け
文
科

省○
統
廃
合
条
例
は
教
育

へ
の
不
当
な
介
入

○
小
中
一
貫
、
統
廃
合

に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
。
小

規
模
校
に
教
育
効
果

○
災
害
便
乗
型
で
子
ど

も
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
の
実

験
台
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、

利
益
追
求
の
犠
牲
に

○
保
護
者
が
立
ち
上
が

れ
ば
対
抗
軸
に
な
る

○
少
人
数
学
級
実
現
の

　

子
ど
も
の
権
利
・
Ｎ

Ｇ
Ｏ
大
阪
は
７
月
14
日

府
教
委
に
、
①
コ
ロ
ナ

対
策
・
一
律
休
校
に
つ

い
て
子
ど
も
の
意
見
を

聞
く
こ
と
、
一
律
に
休

校
し
な
い
こ
と
、
②
１

・
２
年
生
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
テ
ス
ト
を
使
っ
た
高

校
入
試
内
申
書
作
り
の

方
針
を
撤
回
す
る
こ

と
、
③
文
科
省
が
示
す

「
学
校
の
新
し
い
生
活

様
式
」
は
20
人
以
下
学

級
で
あ
り
、
少
人
数
学

級
を
直
ち
に
実
現
す
る

こ
と
を
求
め
る
、「
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
願

っ
て
の
要
望
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

学
ぶ
権
利
、
遊
ぶ
権

利
の
保
障
を
特
に
重
視

す
る
子
ど
も
の
権
利
条

約
の
立
場
か
ら
の
緊
急

要
望
（
３
月
６
日
）、

「
学
習
の
遅
れ
」
を
取

り
戻
す
た
め
と
し
て
の

詰
込
み
や
テ
ス
ト
重
視

の
競
争
教
育
を
止
め
る

こ
と
を
求
め
た
要
望

（
４
月
６
日
）
に
続
く

も
の
で
す
。
子
ど
も
の

成
長
発
達
の
権
利
が
奪

わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

声
が
全
国
に
広
が
り
文

科
省
も
動
き
出
す

　

生
野
区
か
ら
猪
俣
康

利
さ
ん
（「
生
野
区
の

学
校
統
廃
合
を
考
え
る

会
」
共
同
代
表
・
舎
利

寺
連
合
振
興
町
会
会

長
）
と
、
平
野
区
か
ら

山
本
聖
司
さ
ん
（
瓜
破

東
地
域
活
動
協
議
会
会

長
）
が
地
域
の
学
校
を

守
る
と
り
く
み
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

「
ア
ポ
な
し
小
学
校

訪
問
で
校
長
や
教
頭
と

対
話
」（
天
王
寺
連
絡

会
）
や
、「
卒
業
校
が

つ
ぶ
さ
れ
る
の
は
許
せ

な
い
」「
学
校
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
。
守
り

た
い
」（
東
成
区
町
会

長
）、「
分
散
登
校
で
少

人
数
学
級
の
必
要
性
を

実
感
」（
教
員
）
な
ど

意
見
交
流
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
は
、「
市
退
教
の
み

な
さ
ん
の
協
力
も
得

て
、
地
域
で
学
校
統
廃

合
を
す
す
め
る
維
新
の

教
育
行
政
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

平
野
区
新
婦
人
も
８

月
９
日
に
学
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

○
学
校
統
廃
合
は
経
済

コ
ス
ト
の
問
題
で
は
な

い
。
皆
に
平
等
に
公
教

育
を
提
供
す
る
の
で
は

な
く
、
エ
リ
ー
ト
育
成

に
特
化
し
た
学
校
と
そ

う
で
な
い
安
価
な
学
校

に
再
編
す
る
、
と
い
う

こ
と
が
心
に
ひ
び
き
ま

し
た
。
○
条
例
改
悪
は

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
強
行

さ
れ
た
の
で
、
今
新
た

に
少
人
数
学
級
へ
の
要

望
が
噴
出
し
て
い
る
な

か
、
再
度
考
え
直
し
を

す
る
べ
き
大
問
題
。
ク

ラ
ス
規
模
が
変
わ
れ

ば
、
11
学
級
以
下
は 

統
廃
合
、
と
言
う
の
は

意
味
が
な
く
な
る
は

ず
。
両
面
か
ら
維
新
を

追
及
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。（
よ
く
す
る
会
ニ

ュ
ー
ス
掲
載
の
感
想
）

　

大
阪
市
教
育
委
員
会

会
議
が
８
月
25
日
開
か

れ
、
来
年
度
か
ら
使
用

す
る
中
学
校
教
科
書
の

採
択
を
行
い
、
社
会
科

で
は
育
鵬
社
教
科
書
を

採
択
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
不
採
択
に
傍
聴
者

か
ら
拍
手
が
湧
き
ま
し

た
。「
戦
争
美
化
の
教

科
書
を
子
ど
も
た
ち
に

わ
た
さ
な
い
大
阪
市
民

の
会
」
は
、
傍
聴
後
、

「
不
採
択
を
心
か
ら
歓

迎
」
の
声
を
上
げ
ま
し

た
（
写
真
）。

　

前
回
は
大
阪
、
東
大

阪
、
四
条
畷
、
河
内
長

野
、
泉
佐
野
の
５
市
で

育
鵬
社
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
が
、
相
次
い
で
不

採
択
と
な
り
、
泉
佐
野

市
の
公
民
の
み
が
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
東
京

都
立
、
横
浜
市
な
ど
全

国
で
も
不
採
択
が
広
が

り
ま
し
た
。

　

育
鵬
社
採
択
を
め
ぐ

っ
て
は
、戦
争
美
化
、改

憲
誘
導
、
学
問
研
究
の

到
達
を
踏
ま
え
ず
、
明

ら
か
な
誤
り
が
多
く
教

科
書
と
は
言
え
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
、
フ
ジ

住
宅
（
会
長
が
日
本
会

議
参
加
団
体
）
が
従
業

員
に
好
意
的
ア
ン
ケ
ー

ト
を
呼
び
か
け
て
い
た

問
題
、
当
時
の
教
育
委

員
が
教
科
書
選
定
委
員

会
の
答
申
を
重
視
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

を
市
民
が
追
及
し
、
市

議
会
で
も
問
題
と
な
り

ま
し
た
。
採
択
区
が
全

市
１
区
か
ら
、
４
区
と

な
り
、「
基
本
的
に
は

選
定
委
員
会
の
答
申
内

容
、
学
校
現
場
の
調
査

研
究
を
尊
重
す
る
」

（
教
育
長
）
採
択
方
式

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
市
民
の
会
は
採

択
改
善
の
要
求
書
を
提

出
、「
育
鵬
社
教
科
書
を

読
む
会
」
を
継
続
し
、

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク

１
０
０
」
を
学
校
に
届

け
、
学
習
、
教
科
書
展

示
会
参
加
・
ア
ン
ケ
ー

ト
記
入
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
市
と
の
姉
妹
都
市

解
消
」問
題
を
は
じ
め
、

憲
法
改
悪
を
あ
お
る
吉

村
前
市
長
、
松
井
市
長

の
役
割
に
つ
い
て
、
市

民
団
体
と
と
も
に
明
ら

か
に
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
不
採
択
は
教
育

を
歪
め
る
攻
撃
を
許
さ

な
い
市
民
の
取
り
組
み

の
大
き
な
成
果
で
す
。

　

中
学
校
分
会
交
流
会

を
８
月
11
日
に
行
い
ま

し
た
。
交
流
の
内
容
を

報
告
し
ま
す
。

〇
休
業
中
生
徒
間
Ｓ
Ｎ

Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
増
。
朝
令

暮
改
の
市
教
委
指
示
に

よ
る
混
乱
。
〇
分
散
登

校
中
は
不
登
校
生
が
登

校
。
授
業
に
集
中
で
き

る
生
徒
が
多
か
っ
た
な

ど
、
少
人
数
学
級
の
効

果
を
再
確
認
で
き
た
。

〇
部
活
動
で
は
、「
顧

問
フ
ァ
ー
ス
ト
」
が
未

だ
に
根
強
い
、
講
師
に

顧
問
を
強
制
。
〇
同
調

圧
力
が
強
く
学
校
を
出

に
く
い
、
本
務
に
無
関

係
の
雑
務
が
多
い
。
〇

管
理
職
等
の
パ
ワ
ハ
ラ

・
セ
ク
ハ
ラ
が
多
い
。

　

青
年
も
参
加
し
悩
み

や
疑
問
な
ど
を
話
し
合

え
て
有
意
義
な
時
間
に

な
り
ま
し
た
。
よ
り
多

く
の
青
年
の
参
加
を
呼

び
か
け
ま
す
。

子どもの権利
・ＮＧＯ大阪

学
ぶ
権
利
、遊
ぶ
権
利

成
長
発
達
の
権
利
を
守
れ

育
鵬
社
教
科
書 

不
採
択

�

学
校
の
調
査
研
究 

尊
重

教室をさらに「密」にする学校統廃合

中
学
校
分
会
交
流
会

�

不
登
校
生
が
登
校

20人以下学級 小規模学校子どもたち
に

地域に残そ
う

○�スマホ使用は他の端末より疲労度が
高い

〇中学生の11％が「強度近視」
　外遊びの少ない子どもに発症
〇脳の発達など５分野で被害
　①脳の発達阻害
　②睡眠不足による心と体の不調
　③視聴覚神経の発達阻害
　④運動器の発達阻害
　⑤ネット・ゲーム依存
○�ゲームより疲労度高い傾向。子ども
が画面を見る時間をできるだけ短
く。低学年ほど負担が重い。こまめ
な休憩必要。

○�ネットには必ずリスク。ＳＮＳによ
るいじめ、ゲーム依存、詐欺の被害
…。

　大谷良光青森大学客員教授（子どもの
ネットリスク教育研究会代表）、伊藤賢
一群馬大社会情報学部教授の指摘から。

オンライン授業の問題点


